
１　はじめに

２　現状

 (1) 職種ごとの人数，平均年齢，平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成19年4月1日現在）
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技能労務職員は一般職員ではありますが，地方公務員法第57条に「単純な労務に雇用される者」と規定

される肉体的，機械的労務に従事する者で，当市では，道路の維持補修やゴミの収集業務，また，学校の

用務，給食センターや保育所の調理などの業務を行っている職員をいいます。

当市では，市民サービスや施設の拡充にともなって必要な技能労務職員を採用してきましたが，行財政

改革の推進や公共サービス提供主体を官から民へ移行していこうとする動きが加速する中で，退職不補

充による職員数の削減や給与の見直しを進めてきました。

しかし，その業務の性格や内容が，民間企業の従業員と類似しているにもかかわらず，給与が高いので

はないかという指摘や批判があることを踏まえ，「技能労務職等の給与等の総合的な点検の実施につい

て」（平成19年7月6日付け総務省自治行政局公務員部長，大臣官房審議官通知）にもとづきこのような取

り組み方針を策定し，公表するものです。

石岡市技能労務職員等の給与等の見直しに向けた取り組み方針
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（2) 経験年数別平均給料月額の状況（１９年４月１日現在）
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※民間データは，賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較は，年齢，業務内容，雇用形態等が完全に一致しているものではありません。
※年収ベースの「公務員（C）」及び「民間（D)」のデータは，それぞれ平均給与月額を１２倍したものに，公務員においては
前年度に支給された期末・勤勉手当，民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値です。
※区分の内訳は主な職種を記載しています。
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（3)年齢別職員構成の状況（１９年４月１日現在）
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（4）その他給与に関する事項

①　給料表　　

就業規則給料表（国の行政職給料表（二）に同じ）の４級制を採用しています。

職務の経験年数等に応じた昇格基準を設けています。
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扶養手当，住居手当，通勤手当，特殊勤務手当，時間外勤務手当，期末勤勉手当を，それぞれ該

当者に支給しています。

内容及び支給単価手当名
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③昇給基準

④ラスパイレス指数　

 平成19年　110.0　　（平成18年　110.2）

ラスパイレス指数とは

特殊勤務手当 　犬猫等の死体処理　：　1件200円

　毎年１月１日に，前１年間における勤務成績に応じ，４号給（５７歳を超える場合は２号給）を標準とし

て昇給します。

　交通機関利用者の支給限度額　：　55,000円
　自家用車等利用者：通勤距離に応じ片道２km以上2,000円から28,500円

　貸家の限度額　：　27,000円　

　配偶者　　　　：　13,000円
　扶養親族１人　：　 6,500円
　職員に配偶者がいない場合そのうち1人　：　11,000円
　満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子は各5,000円加算

扶養手当

住居手当

通勤手当

　ラスパイレス指数は，国家公務員に比べ職員が中高齢層に偏っていること，中途採用者が多いこと

などにより高くなっています。

職員構成を学歴別，経験年数別に区分し，地方公共団体の職員構成が国の職

員構成と同一と仮定して算出するもので，地方公共団体の仮定給料総額（地方公

共団体の学歴別，経験年数別の平均給料月額に国の職員数を乗じて得た総和）

を国の実俸給総額で除して得る加重平均のこと。
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３　給与等の見直しの経過

４　見直しの基本的な考え方・取り組み内容

(1) 給料表

　現行の就業規則給料表（平成18年4月改正給料表）を適用し，適正な運用を図ります。

(2) 手当

　技能労務職員の給与等については，これまでも給料表や手当等の見直し，是正を行ってきました。

平成17年10月の合併時に，それまで旧石岡市で適用していた独自給料表（就業規則給料表と行政

職給料表を合成したもの）から国の行政職（二）に準じたものに改め，給料月額の調整や減額を行って

います。

　また，特殊勤務手当についても廃止や減額を行い，現在では１種類のみとなっています。

平成18年４月には，給与構造改革に基づく給与制度改正を実施し，給料表を５級制から４級制にす

るとともに，枠外昇給を廃止し，57歳以上の高齢層の昇給抑制を実施しています。

「３ 給与等の見直し経過」のとおり，給与等の適正化を図るため見直し，是正を行ってきましたが，

国との給料比較であるラスパイレス指数や，民間同種との賃金比較では依然として技能労務職の給与

が高いという状況となっています。

今後5年間で技能労務職員の約３割が定年退職を迎え，さらに，給料表や昇給制度改正にともなっ

て給与の適正化は進むものと見込んでおりますが，今後，市民の理解を得るため随時情報の提供を

行いながら，次のような取り組みを進め，引き続き適正化に努めます。

3

(2) 手当

(3) 昇給昇格

特殊勤務手当の廃止や減額など見直しを行ってきた結果，手当について不適切な支給と指摘され

るようなものはありませんが，行政職と同様に通勤手当が国の基準に適合していないことから，燃料費

の動向を見極めながら是正を検討するなど，今後も適正な手当支給を継続します。

人事評価制度を導入し，能力や業績など評価に応じた昇給昇格制度の運用を図ります。評価の昇

給への反映は平成23年度を予定します。昇格については，給料表の級別職務基準を定めていくととも

に，昇格資格基準などの見直しを検討します。
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５　その他

(1) 職員定員の適正化

(2) 民間委託の推進

19年度 2 ―

在職者数
調理員

1 01 0

運転手校務員
年度 退職者

当市は，平成14年度以降技能労務職員の新規採用は行っておらず，今後10年間で23人が定年退

職を迎えることから，職員数は10年後には22人と半減する見込みです。

引き続き技能労務職における新規職員不採用の方針を堅持しながら，組織機構の簡素化と合理

化，事務事業の民間委託などにより職員数の縮減を図ります。

状況から，事務事業の見直し，業務の民間委託は避けて通れない課題となっており，「石岡市民間委

託推進に関する指針」（平成18年9月策定）においても，技能労務職員の業務の多くが民間委託を検

討すべきとされています。

年度ごとの退職者の状況や民間委託のメリット・デメリットなどを見極めながら，『民間に任せたほうが

効率的・効果的に業務執行ができるものは民間に任せる』こと，民間委託によって生み出される職員を

人事異動により新たなサービス部門に再配置することを基本として，すべての業務において委託化の

検討を進めます。

技能労務職における新規職員不採用の方針や今後５年間で約３割の職員が定年退職を迎える

その他

内 訳

★ 年度別定年退職者数
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平成２０年３月

石岡市総務部総務課
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　 この取り組み方針は，平成19年7月6日付け総務省自治行政局公務員部長，大臣官房審議官

から通知のあった「技能労務職等の給与等の総合的な点検の実施について」にもとづき策定しま

した。
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